
鉄道は「人と環境にやさしい交通機関」として知られていますが、さらに環境負荷を軽減しようと、
省エネルギー機器の導入などさまざまな対策を実施しています。
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西武鉄道
　

西
武
鉄
道
株
式
会
社
で
は
、
昨
年
の
12
月
３

日
よ
り
、
西
武
秩
父
線
の
吾
野
・
正
丸
そ
れ
ぞ

れ
の
変
電
所
に
（
財
）
鉄
道
総
合
技
術
研
究
所

が
開
発
し
た
最
新
の
「
環
境
配
慮
型
蓄
電
装
置

（
電
気
２
重
層
キ
ャ
パ
シ
タ
を
用
い
た
回
生
電
力

貯
蔵
装
置
）」
を
国
内
で
初
め
て
導
入
、
運
用
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
環
境
配
慮
型
蓄
電
装
置
」
の
特
徴
は
、

活
性
炭
や
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
ど
を
主
原
料
と
す

る
電
気
２
重
層
キ
ャ
パ
シ
タ
を
採
用
、
従
来
の

リ
チ
ウ
ム
や
ニ
ッ
ケ
ル
水
素
な
ど
を
使
っ
た
蓄

電
シ
ス
テ
ム
と
比
べ
、
リ
サ
イ
ク
ル
性
が
高
く
、

地
球
環
境
に
配
慮
し
た
仕
様
と
な
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。
ま
た
、
寿
命
が
長
く
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

性
に
優
れ
て
い
る
こ
と
も
、大
き
な
特
徴
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

西
武
秩
父
線
の
運
行
車
両
を
す
べ
て
回
生
ブ

レ
ー
キ
車
に
切
り
換
え
た
場
合
、
２
変
電
所
の

Ｃ
Ｏ
２

削
減
量
は
最
大
で
１
６
５
ｔ
／
年
、
省
電

力
は
４
０
０
Ｍ
Ｗ
ｈ
／
年
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
一
般
家
庭
の
消
費
電
力
に
換
算
す
る
と

１
１
５
軒
分
／
年
に
も
相
当
し
ま
す
。

【環境配慮型蓄電装置】

鉄道車両は、駅等でブレーキをかけるときの運動エネルギーを電気エネルギーに変換し、架線を経由して、ほかの
車両に電力として供給する「回生ブレーキ方式」を採用しています。これにより省エネルギーに貢献しますが、電
気エネルギーは溜めることができないので、ほかの電車がないとき、電気エネルギーは熱エネルギーとして消費さ
れることになります。

回生ブレーキ車の省エネルギー効果

■過密線

■閑散線

■閑散線

蓄電装置導入後蓄電装置導入前

蓄電装置の導入で、西武秩父線でも省エネルギー効果の高い
回生ブレーキ車を運行できるようになりました。

運行本数が少ない西武秩父線では、回生ブレーキ車の運行が
適さないため、旧式の発電ブレーキ車を運用していました。

蓄電装置に吸収された電力と
変電所からの電力で走る。

変電所

変電所
止まる時の電気エネルギーを架線に戻すが、
閑散線のため、付近の電車が電気を
吸収する前にエネルギーが消滅。 変電所の電力で走る。

止まる時の電気エネルギーを
蓄電装置に戻す。

間隔が長い。

変電所
止まる時の電気エネルギーを
架線に戻す。

前の電車からの電気エネルギーと
変電所からの電力を使い走る。


